
 

        第１４回日本ことば遊び 

回文コンテスト・交流大会 

結 果 発 表 !! 
 

 

  
わが国古来の伝統文化ともいうべき回文の、その創作活動の振興・発展を図る 

ために平成 11 年度から郵送方式の「全国版の回文コンテスト」を行ってきまし

た。また、平成１３年度からは、回文のふるさともいうべき宮城県作並温泉に１

泊して回文の創作力を競い合うとともに、相互に交流を深める「全国回文大会（交

流大会）」にも取り組んできました。 

 

そして、郵送方式のコンテストが１０回を数えた節目を契機に、平成２０年度

の第 11 回コンテストから郵送の部のコンテストと１泊形式の大会を統合して、

「自由題の部」と｢課題の部｣の回文の出来具合を競う大会に衣替えしました。 

また、前回からシンプル文の部を新設したほか、作並温泉賞の部を部門化して

今日に至っています。 

今回は、郵送の部のシンプル文に３３１点、句の部に１３４点、歌の部３８点、

自由の部１４０点、作並温泉賞の部３６点、そしてチビッ子の部に７２点と、合

計７５１点の応募がありました。前回より４９４点多い応募でした。 

一方、今年２月にわが家のリビングでくつろげるようにとリニューアルされた

「ゆづくし Salon 一の坊」で開催した交流大会には、「自由題の部」に２４点（郵

送の部最終審査進出作品を含むと５４点）、「課題の部」に１８点の応募がありま

した。 

「自由題の部」の郵送作品（７５１点）は、予備審査、第１次審査、第２次審

査を経て、合計３０点が最終審査に進み、交流大会参加者の作品２４点（予選な

し）の作品とともに、交流大会第１日目に交流大会参加者と専門審査員による投

票によって、また「課題の部」の作品は、交流大会第２日目に同様の投票によっ

て最終審査が完了しました。 

その結果、入賞者が以下のとおり決まりましたので、ここに公表します。 

仙台・作並回文の里づくり実行委員会 

 

 

《自由題の部》 
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● 作並温泉賞佳作 
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● 回文シンプル文の部 優秀賞 
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● 回文シンプル文の部 佳作 

直談判
じかだんぱん

 パンダ
ぱ ん だ

貸
か

し 

仙台市青葉区    荒 井 正 生 

 
● 回文句の部 優秀賞 
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● 回文歌の部 優秀賞 
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● 回文歌の部 佳作 
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● 回文自由の部 優秀賞 
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● 回文自由の部 佳作 
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● チビッ子の部 奨励賞（3作品） 

「誰
だれ

かぁ！」呼
よ

ぶよ、あ、彼
かれ

だ。 

                       仙台市立作並小学校６年   瀬 上 翔 平 

 

やっぱ国語
こ く ご

×
ばつ

や 

ぽっぽとは鳴
な

くな鳩
はと

ぽっぽ 

                             山形県山形市     かいとくん 

（ペンネーム） 
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● 優秀賞（２作品） 
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● 佳作（3作品） 
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● 特別賞 
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湯の原ホテル賞 
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ホテル一の坊賞 
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※ 今回のコンテスト・交流大会応募作品の一覧の郵送をご希望の方は、郵便小為替500円分を 

同封の上、回文の里づくり実行委員会事務局へ封書でお申込みください。 
 
 

今回の日本ことば遊び・回文コンテストの概要 
 

■ 募集期間 

  郵 送 の 部：平成２３年１１月 １日～１２月３１日（当日消印有効） 

交流大会の部：平成２４年 １月 29日～ ２月１０日（交流大会は2月2５日～2６日に開催） 
 

■ 募集内容 

  自由題の部： ① シンプル文の部（読みが１３字以内の回文） 

② 句の部  （回文による俳句）季語は問いません。 

③ 歌の部  （回文による短歌）季語は問いません。 

④ 自由の部（回文による自由な文章，詩など。単語は除く） 

⑤ 作並温泉賞の部（作並温泉をイメージする回文、「作並」の文字は問いません。） 

⑥ チビッ子の部（小学生限定、７字以上で自由な文章） 

課 題 の 部：実行委員会指定のことばを含んで、回文作品を作成します。形式は問いません。 

（句形式、歌形式、自由形式を問いません。） 
 

■ 賞 

自由題の部：最優秀賞 ⇒      １名（旅行券３万円分と作並温泉宿泊券３万円分） 

優 秀 賞 ⇒ 各部門１名（旅行券２万円分と作並温泉宿泊券１万５千円分） 

佳  作 ⇒ 各部門２名（作並こけしと作並温泉シングル宿泊券） 

作並温泉賞 ⇒    １名（旅行券２万円分と作並温泉宿泊券１万５千円分） 

チビッ子の部奨励賞⇒ ３名（作並こけしと作並温泉土産品詰合わせ） 

特 別 賞 ⇒     ５名（ニッカウヰスキー商品詰め合わせ） 

課 題 の 部：最優秀賞 ⇒       １名（作並温泉宿泊券３万円分） 

優 秀 賞 ⇒       ２名（作並温泉宿泊券１万５千円分） 

佳  作 ⇒       ３名（作並温泉土産品詰め合わせ） 

特 別 賞 ⇒     ６名（作並温泉各旅館・ホテル等土産品） 

奨 励 賞 ⇒     若干名（作並温泉土産品と学用品） 
 

■ 審査基準 

ａ．新規性、オリジナル性の高いもの（使い古されたものでないもの） 

  ｂ．情景描写が容易なもの（詠んでいるもののイメージを描きやすいもの） 

  ｃ．良く意味が通りわかりやすいもの（何度も読み返さなくともわかるもの） 

  ｄ．読み手の感性に強く響くもの（「ぐっ」とまたは「おっ」とさせるもの） 

ｅ．品性が高いもの（あまりにも下世話なものでないもの） 


